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Abstract:Theeffectsofchangesinasuburbansecondary允応strepresentinglarge-scalegreen

spacesonurbanenvironmentsmustbeelucidated.Inordertodevelopabroaderunderstandingof

f位Bstdynamics,weneedtoexplainpatterns㎡forestregeneration,factorsaffectingforeststructure

andcomposition,andthemechanismsofspeciesdiversiけandcoexistence・Thisrequireslarge-scale

forestLongTermEcologicalResearchusingpermanentplots.Therefore,weinvestigatedthestand

structureandthedynamicsofsecondaryfoi℃stdominatedbyP加恋“"s伽rainKaisyoForest,near

NagoyaCity.Weestablisheda1-hapermanentplotin2003,andinvestigatedforallstems≧5cmin
diameteratbreastheight(dbh)intheplot.In2005,alllivingstemswerere-censused.Therewere30

speciesintheplot,withstemdensityof2329stemsperha.P加恋“"s批秘Quercusserrataand
〃どxpe血"c"伽aco-donmatedinthestand.Themortalityrateofstemswassignificantlyhigher
thantherecruitmentrateduringthe2yearsperiod・Themortalityrateofstemswassize-dependent.

increasingwithsizeclass・However,stemswithlargersizeincreasedfor2years・Theresultsindicate
thatthehighermortality砿thecanopystemswascausedbyovercrowdingofcanopiesperse.
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Iはじめに

大都市近郊地域における里山林などの大規模緑地は住宅用地等への転用により、近年、
減少傾向にある（小見山1999)。これは地域全体の環境調上をもたらす問題であり、その
変遷がどのような要因により説明されるかを明らかにすることは、緑地保全対策や士地利
用政策を決定する上で極めて重要である。また、従来は量的な緑地だけが評価されがちで
あったが、環境保全緑地としての里山林に対するニーズの向上により、その質的な評価が
求められるため、都市化に伴う里山林の構造変化とその要因について明らかにしなければ
ならない（広木2002)。そこで本研究では、近年、都市化が著しい名古屋市近郊地域を対
象として、現地調査及び電子地図データの解析により里山林の残存状況を把握し、里山林
減少の要因を解明し、今後の都市化の進展によりどの地域でどのように里山林が減少する
可能‘性があるのかを予測することを目的とする。具体的には、都市近郊の大規模緑地とし
ての里山林がどの程度の環境保全機能を有するかについては、森林の樹木群集構造に大き
く左右され、また、そのような構造の違いは、立地環境要因や周辺地域の土地利用形態に

影響されると考えられる。さらに、これまで都市近郊二次林の構造や動態に関する大面積
調査はほとんど行われていない（西村1998、西村ほか、1990)。そこで、本研究では、名
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